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思
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窒
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本
書
は

前
掲
書
(
〃

ご
と

姉
妹
篇
を

な

し
､

■
同
じ

く
ベ

イ

リ

ー

の

手
に

よ
つ

て

ド

ラ

フ

ト

さ

れ
た

も
の

で
､

併
せ
て

責
ま
る
べ

き
も
の

で

あ
る
｡

本
書
は

比
較
的
高
度
の

自
治
政
府
の

存
在
し

な
い

ア

ジ

ア
､

了

フ

リ

カ
の

植
民

地
融
合
に

つ

い

て
､

植
民

地

制
度
の

終
焉
と

共
に

来
る
べ

き

誘
昏

制
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幣

㌔

政
府
.へ
の

過
渡
期
に

お

い

て

遭
遇
す
べ

き
諸
問
題
を

検
討
し

て

い

る
｡

本

書
の

う
ち
､

各
国
の

植
民

政
策
を

比
較
対
照
し
た
一

章
も

見
逃
し

難
い

が
､

フ

ァ

ニ

ヴ
ァ

ル

に

従
つ

た

複
合
祀
曾
の

政
治
的
国
民

統
一

の

問
題
を

塀
放

つ

た
一

章
と
､

間
接
統
治
に

よ
つ

て

育
成
さ

れ
た

土

着
的
地
方
政
府
と

自

治
的
ヰ
央
政

府
と
の

隋
係
調
整
の

問
題
を

取
扱
つ

た
一

章
は

本
書
の

慣
値

を

高
か

ら
し

め

て
い

る
｡
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イ
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輪
｢

コ

ソ

モ

ゾ

ウ
ェ

ル

ス

に

お

け
る

窮
骨

制
政
府
+

(

一

九
五

二

年
)
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P
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巴
-
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叫
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戸
)
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胃
-
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ロ
t

寛
叫

の
○
く
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岩
日
e

邑
i

日

t

F
e

O
O

日
日
○

日
弓
e

巴
t

F

A
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呵
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O
∽
i

亡

m
.

芦

吋
.

-

¢

絵
.

N

-

叫

匂
p
.

同
じ

く
ベ

イ

リ
ー

に

よ
つ

て

編
纂
さ

れ
た

も
の
｡

ハ

ソ

サ
ー

ド

鹿
骨
刊

.

行
の

季
刊

吋

邑
-

p

ヨ
e

已
p
l

叫

A
鞘
P
i

蒜

に

準
表
さ

れ
た

諸
静
文
二

十
篇

を

集
録
し
､

コ

ソ

モ

ソ

ウ

エ

ル

ス

の

各
構
成
国
に
つ

い

て

欝
骨
制
民

主

童

養
一の
機
構
､

特
徴
を
分

析
し

て

い

る
｡

ア

ジ

ア

の

コ

ソ

キ

ン

ケ
エ

ル

ス

諸

国
を

も
塀
扱
つ

て

い

る

(

イ

ン

ド

に

つ

い

て

ほ

三

篇
)
｡

附
鐘
の

関
係
文

澱
日

録
は

有
益
で

あ
る
｡

.
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東
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ア
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に

お
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代
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制
政
府
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諸
問

題
+

(
一

九
五

三

年
)
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唱
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邑
P
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く
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G
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ロ
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酢
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已
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､
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‥

勺

胃
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A
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巴
r
∽
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D

汚
e

∋
♂
O
H

-

¢

訟
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勺

p
.

N

芝
t
旨
N
･

凍
南
ア

ジ

ア

の

不

安
(

疋

な

政
治
経
済
情
勢
の

も
と

に

お

け

る

代
議
制
政

甲

府
の

可

能
性
と

條
件
を

論
じ

て

い

る
｡

立

て
ツ

ソ

の

見
解
尼

よ

る

之
､

末
席
ア

ジ

ア

諸
国
に

お

い

て

は

民
主

主

義
的
経
験
が

な
い

わ
け
で

は

な

く
､

疑
も
な

く
村
落
共
同
藍
の

停
統
的
制
度
と

し

て

存
在
し
て

い

る
｡

し

か

し

な

が

ら
こ

の

村
落
民
主

主

義
が

そ

の

ま

ま

平

等
上

人
格
の

尊
厳
と

い

う
近

代
的
概
念
に

基
礎
を
お

い

た

国
民

的
舞
藁
に

連

濁
し

ぅ
る

か

否
か

が

問
題

で

あ
る
｡

結
局
の

と

こ

ろ
こ

れ
は

単
な

る
ロ

ー

カ
ル

か

ら

ナ

シ

ョ

ナ

ル

へ

の

地
域
の

環
大
の

問
題
で

は

な
く
こ

れ
を

支
え
て

ぃ

る

原
理
の

相
違
の

問

題
で

あ
る
｡

従
つ

て

こ

こ

で

問
題
と

さ

れ
て

い

る

民
主

主

義
的
制
度
は

あ

く
ま

で

も

外
国
か

ら
の

輸
入

品
で

あ
る

こ

と

を

率
直
に

認
め
､

た

だ
い

か

に

す
れ
ば

新
時

代
の

要
求
に

適
合
し

う
る

か

を

工

夫
す
る

こ

と

が
一

層
賢

明
で

あ
る

と
､

き
わ

め
て

リ

ア

ル

な

見
方
を

捉
喝
し

て

い

る
｡

東
南
ア

ジ

ア

諸
国
に

お

け

る

近
代
的
民

主

主

義
賓
現
の

困
難
は
､

川

制
度
の

移
植
が

漸
進
的
で

な

く
急
激
な
こ

と
､

拘
植
民

地
制
度
の

残
澤
が

あ
る
七

と
､

､
何

故
治
的
に

め

ざ
め
た

中
産
階
級
が

敏
如
し

て

い

る
こ

と
､

㈹
中
央
政
府
へ

の

人
材
の

偏
在
と

地
方
政
府
の

貧
困
､

杓
共

産
主

義
の

匪
力
噂
大
､

何
生

活
水

準
引
上

げ
の

た
め

の

強
力
な

経
済
閲
孝
計
董
の

必

要
が
､

却
つ

て

自

由
民

主

政
府
よ

り

も

全
鰻
重

義
的
狗
裁
政
府
へ

の

活
を

選
ば

し
め

る

危
険

が

あ
る
こ

と

等
､

ア

ジ

ア

に

お

け
る

代
議
制
政
府
の

将
来
に

翳
し

て

性
急

軽
率
な

判
断
を

下

す
こ

と

を

戒
め

て
い

る
｡
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哉
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